
（別紙様式４－１）                                    （県立高等学校・中学校用） 
 

（熊本県立小川工業高等）学校 令和６年度（２０２４年度）学校評価表 
 

１ 学校教育目標 
（１）校訓「誠実・剛健・礼節」を基盤に置き、本校のすべての教育活動を通して、知・徳・

体の調和の取れた生徒を育成する。 
（２）「ものづくりを通した人づくりの教育」を実践しながら、社会の変化に的確に対応し、

自立して将来を切り拓く主体性のある生徒を育成する。 
（３）各科の特性を生かした取組を行い、家庭・地域社会から信頼される学校をつくる。 

 

２ 本年度の重点目標 
（１）専門高校として、ものづくりを通した人づくり教育を推進する。 
（２）確かな学力の育成と進路実現に向けた取組を充実する。 
（３）心身ともに健康で、豊かな心をもった生徒を育成する。 
（４）地域社会と連携し、各科の特性を生かした特色ある学校づくりを推進する。 

 

３ 自己評価総括表 
評価項目 評価の 

観点 
具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 

学校 
経営 

教育目
標に基
づく教
育活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・教育目
標の生徒
・保護者
との共有
と達成度 

・学校が、教育目標
や方針を生徒・保
護者に適切に伝え
ている（R5.12 保
護者によるアンケ
ート結果83.0%）。
80%以上を維持す
る。 

・生徒会活動を充実
させ､生徒の自主
性､社会性を育成
する。（R5.12 生
徒によるアンケー
ト結果82.1%）。
80%以上を維持す
る。 

・工業教育の推進に
積極的に取り組む
(R5.12 生徒によ
るアンケート結果
83.1%)。80%以上
を維持する。 

・学校ＨＰ､学校イ
ンスタグラム､集
会､学級通信等を
通し､生徒・保護
者へ教育活動の周
知と理解促進を図
る。 

 
・職員が教育目標を

念頭に置きなが
ら、生徒の自主
性､社会性を育て
る。 

 
 
 
・関係機関と連携し

た工業教育の推進
を図る。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

・学校ＨＰ、イン
スタグラム等を
利用して教育活
動の周知に努め
た。 

（R6.12、83.0%） 
 
 
・全ての学校行事

が円滑に行われ､
生徒も充実した
学校生活を送っ
た。（R6.12、
80.7%） 

 
 
・各科､工業教育に

それぞれ取り組
んだ｡今後は､各
科が連携した取
り組みにする。 

（R6.12、84.9%） 
特色・
魅力あ
る学校
づくり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ものづ
くり教育
の魅力発
信 
 
 
 
 
・部活動
の活性化 

・地域と連携したも
のづくり活動に取
り組む｡(R5.12 職
員によるアンケー
ト結果81.1%）。
80%以上を維持す
る。 

 
・生徒が部活動を活

発と感じる(R5.12 
生徒によるアンケ
ート結果84.6%)。
83%以上を維持す
る。 

 
 
 
 

・商業施設などの関
係機関と連携し、
ものづくり教室や
展示会などの地域
貢献活動を通し、
「ものづくり教
育」の魅力を発信
する。 

・部活動の活性化と
学校ＨＰ等をとお
し、活動状況を随
時報告する。 

 
 
 
 

 
 
 
 

Ａ 

・地域関係機関と
連携し､ものづく
りの楽しさを伝
えた。また、中
学生に対しても
のづくり教室を
実施した。 
（R6.12、80.6%） 

・学校インスタグ
ラムが頻繁に更新
され、随時活動状
況の報告ができ
た。 

・部活動は活発に
行われ､各種大会
でも好成績を残
した。＋0.3％ 
(R6.12 84.9％) 



業務改
善及び
働き方
改革 
 
 

・ＩＣＴ
を活用し
た取組 
 
 
 
・職員の
超過勤務
の削減 
 
 
・職員が
働き方改
革を意識
しながら
業務に取
り組む。 

・オンライン会議な
ど、効率の良い会
議（職員朝会、職
員会議等）に取り
組む。 

 
・時間外勤務の平均

時間を昨年度比で
2％削減する。 

 
 
・働き方改革を意識

して取り組む
(R6.4.職員による
アンケート結果
76.6%)。2%向上さ
せる。 

・職員がChromebook
を利用するなど、
ＩＣＴを活用でき
るようになる。Ｉ
ＣＴ職員研修を2
回以上行う。 

・月ごとの時間外勤
務をグラフ化して
示すことにより、
職員個々の意識を
高める。 

・働き方改革の方針
（仕事を減らす、
みんなでやる、要
領よくやる）を常
に意識しながら業
務に取り組む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

・ＩＣＴ化を進め
ることにより､ペ
ーパーレス化と
業務改革に取り
組んだ。 

 
・時間外勤務に関

し、昨年度より
平均時間が4.3%
減少した。 

 
・職員の働き方改
革に対する意識が
向上した。
（R6.12、78.6%）
+2.0% 

 
 

学力 
向上 

 

基礎学
力向上 
 

基礎学力
の向上 

・普通教科における
基礎学力の向上 

・資格取得による基
礎学力の充実 

・習熟度別授業及び
個別指導の充実 

・基礎力診断テスト
の結果分析の検証 Ｂ 

・数学で習熟度別
指導を行った 

・1回目を7月、2回
目を1月の年2回
実施した。その
結果を生徒面談
に活用した。 

自学力
の育成 
 

学習意欲
向上 

・主体的･対話的で深
い学びを育成する 

 
 
 
・学習意欲の向上 

・生徒同士の協働、
教職員や地域の人
との対話を通し
て、生徒の主体性
と自己の考えを広
げ深める。 

 
 
 
・考査前学習会を実

施することにより
学習意欲を高め
る。 

 

Ａ 

・生徒が発表や説
明をする場面で
ＩＣＴを活用す
るなど、主体的
で対話的な取組
を実施すること
で生徒の学習意
欲を向上させる
ことができた。 

 ・考査前学習会を
必要な生徒に対
し､毎学期実施す
ることができ
た。 

授業力
の向上 
 

分かる授
業、興味
関心を持
たせる授
業づくり 

・年2回の公開授
業、研究授業週間
の実施 

 
 
 
 
・年2回の授業評価

アンケートの実施 
 
 
 
 
 
 
 

・公開授業・研究授
業週間における教
員相互の授業参観
を充実させる。ま
た、管内中学校及
び保護者等に案内
する。 

・一人一台端末によ
り、授業評価アン
ケートを実施し、
スピード感をもっ
て授業改善に活用
する｡ 

 
 

Ｂ 

・6月と11月に1週 
間公開授業を実
施した。また、
研究授業を1学期
1名、2学期3名、
3学期1名実施し
た。  

・生徒1人ひとりが 
chromebook で2 
回授業評価アン
ケー トを実施し
た。その集計結
果を授業担当者
へ知らせること
で、授業改善に
活用することが 
できた。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

 
 

キャリ
ア教育
の充実 
 
 

進路意識
向上と進
路目標の
明確化 

・豊かな人間性の育
成と、主体的な進
路選択ができる能
力を養う 

 
 
 
 

・インターンシッ
プ、工場見学、各
種ガイダンスの実
施 

・日常における体験
や考えの言語化習
慣 

・進路情報の定期的
な提供 

・講話、面談による

 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

・2学年インターン
シップ69→94社 

・各科で現場見学
・工場見学 

・1学年も合同企業
説明会に参加 

・1学年で卒業生社
会人の講話 

・生徒・保護者に
対してななつぼ



職業観と進路意識
の確立 

・進路LHRの系統的
な活用 

しで進路情報を
提供。 

・提供する情報や
学期毎のLHRにつ
いて学年と検討
し、生徒の進路
目標決定につな
がるようなもの
にする。 

目標進
路の達
成 
 
 

就職、公
務員、進
学指導の
充実 

・進路内定率100％ 
・早期離職の防止 

・面接指導と試験対
策による就職、進
学内定率100%の実
現 

 
 
 
・熊本しごとコーデ

ィネーターと連携
した進路指導の充
実 

 
 
・気軽に個別面談や

相談できる場作り 
 
 
 
 
 
・企業とより深く話
し合うことでミス
マッチを防ぐ。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

・就職試験におけ
る１回目での内
定率は93％。不
合格者8名（職種
・就業地変更で
内定の者も含
む）。 

・2回目の受験先決
定・内定までを
担任・各科・し
ごとｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰと
連携してサポー
トした。 

・進学者は100％合
格できたが、試
験対策などにつ
いて担任・関係
教科とさらに連
携を深めて対応
する。 

・来校が増加して
いる企業との面
談には、各科・
担任団の協力を
得て対応した｡さ
らに面談内容の
共有を深める。 

生徒 
指導 

 
 

規範意
識 

ルールや
マナーを
守る態度
の育成 
 
 

・問題行動の未然防
止及び全職員によ
る生徒指導の実施 

 
 
 
 
 
 
 
・情報モラルに関す

る指導の充実（家
庭との連携） 

・生徒指導部通信等
による重点指導事
項の周知 

・「語先後礼（5秒
間）」の徹底 

・事後指導を含めた
「特別な指導」の
充実 

 
 
・情報モラル教育講
演会の実施及び家
庭との連携 

 

 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

・各科や学年等と
連携しながら指
導を行い、全体
的に見ると生徒
の規範意識は高
まったが、「特
別な指導」の生
徒数が増加した｡
校内での盗難が
多かった。 

・情報モラルに関
して、講演会や
ＬＨＲでの指
導、保護者会等
での連絡を行っ
た。 

基本的
生活習
慣 

基本的生
活習慣の
確立 
 

・遅刻者の削減 
 
 
・社会人としても通

用するレベルの清
々しい挨拶、端正
な服装の実践 

・登校指導による挨
拶及び整容指導 

 
・頭髪服装指導に向
けた事前指導の徹
底・各種集会時の
指導徹底 

 
 
 
 
Ａ 

・毎朝の登校指導
・遅刻指導や整
容指導、担任等
と連携した指導
を行い、遅刻や
整容について一
定の効果を上げ
ることができ
た。 



交通安
全 

交通安全
意識の高
揚 
 

・交通事故をなくす 
 
 
 
・交通違反をなくす 
 
 
・自転車の2重ロッ

ク率100％ 

・交通安全講話の実
施 

・登下校指導の実施 
 
・原付通学生への指
導徹底 

 
・交通委員会活動の
充実・交通安全Ｌ
ＨＲの実施 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 

・５月に宇城警察
署より交通安全
講話をしていた
だいた。 

・原付通学生の交
通違反が1件あっ
た。 

・交通委員会から
呼びかけ等を行
ったが、自転車
の2重ロック100
％が達成できな
かった。 

自主
性、社
会性の
育成 

生徒会活
動の活性
化 
 
 

・生徒会行事の充実 
 
 
 
 
 
 
 
・委員会活動の活性
化 

 
 
 
・ボランティア活動

への積極的な参加 

・生徒会行事の計画
的な企画立案や運
営と生徒会役員の
自主性の涵養 

 
 
 
 
・毎月の各種委員会
実施 

 
 
 
・ボランティア活動
の周知と奨励 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

・生徒会総務を中
心に企画立案、
運営等に取り組
み、多くの生徒
会行事で昨年度
とは違う内容で
実施することが
できた。 

・各種委員会の活
動時間を確保
し、活性化につ
なげることがで
きた。 

・ボランティア活
動への積極的な
生徒の参加があ
った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

人権 
教育 
の 

推進 

命を大
切にす
る心を
育む指
導 
 
 

学習機会
の設定 
 

・人権教育ＬＨＲを
年２回実施する。 

 
 
・人権教育ＬＨＲに

おける系統的な個
別の人権課題に関
する学習の実施 

 
 
 
 
 
・人権教育講演会を

実施する。 

・各学年会において
人権教育ＬＨＲの
事前学習会を実施
する。 

・人権教育実践委員
会において、人権
教育ＬＨＲの実施
に向けた教材の作
成を行う。 

 
 
 
 
・関係機関を活用

しながら、人権
教育講演会を実
施する｡ 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

・７月と１月に全
学年で人権教育
ＬＨＲを実施し
た｡ 

・ＬＨＲに向けて
事前に人権教育
の実践委員会及
び推進委員会を
開き、系統性を
考えながらテー
マを設定し、内
容については各
学年で検討した｡ 

・11月に人権教育
講演会を実施し､
生徒・職員の部
落問題学習の機
会を設定した。 

 命を大切
にする心
を育む指
導の工夫 

・「人権教育コーナ
ー」掲示板の積極
的な活用 

 
 
 
 
 
 
 
 
・「人権の花運動」

の展開 

・「人権教育コーナ
ー」掲示板に人権
教育や人権啓発に
関するポスターを
掲示する。 

・くまもと県民交流
館パレア男女共同
参画センターの「
ロビー展共同開催
ポスター」を活用
する。 

・宇土人権擁護委員
協議会の協力によ
り「人権の花」の
花壇を設置する。 

 
 

 
 
 
 
 

Ａ 

・生徒昇降口入っ
てすぐの壁を「
人権教育コーナ
ー」掲示板とし､
くまもと県民交
流館パレア男女
共同参画センタ
ーのポスターや
クイズを掲示し
た。 

 
・宇土人権擁護委
員協議会と連携
し､昨年度に走潟
小学校で収穫し
た「人権の花」
の種の一部を小



野部田小学校か
ら譲り受け、ボ
ランティア委員
会が､生徒昇降口
横に「人権の花
」の花壇を設置
した。 

職員の
人権意
識の高
揚 

個別の人
権課題に
関する研
修の推進 

・校外での研修会・
研究大会への参加
の促進 

 
 
 
 
 
・研修会・研究大会

に参加した職員の
復講の機会の設定 

・研修会・研究大会
への参加を各学年
に割り当てる。 

・研修会・研究大会
の開催に関する情
報を職員に周知す
る。 

 
・研修会・研究大会

参加の復講の職員
研修を１２月に設
定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

・できるだけ多く
の職員に人権教
育に関する研修
会・研究大会に
参加してもらう
ため、参加人数
を各学年に割り
当てた。 

・１月実施の人権
教育職員研修に
おいて、６つの
研修会・研究大
会の復講の機会
を設定し、参加
職員の学びや気
付きを全職員で
共有した。 

・その他の研修会
や研究大会に関
する情報は、職
員朝会で周知し
た。 

人権教育
の充実 

・人権教育実践委員
会の学期１回ずつ
実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・熊本県人権子ども

集会の動画の視聴
の促進 

・人権教育実践委員
会において、各学
年への人権教育に
関する情報提供や
議論を行う。 

 
 
 
・「宇城地域差別事

象に対する危機管
理マニュアル」を
職員及び保護者に
周知する。 

・熊本県人権子ども
集会の動画の視聴
を職員研修として
位置付ける。 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

・委員会を１学期
に２回、２学期
に１回開催し、
人権教育に関す
る討議や情報共
有を行った。３
学期も開催する
予定である。 

・職員には職員会
議で、保護者に
はＰＴＡ総会で
周知した。 

 
・動画「熊本県人

権子ども集会」
を全校生徒が視
聴した。また、
職員にも視聴を
促し、４８名の
職員が視聴した｡
視聴後には、生
徒・職員ともに
アンケートを通
して振り返りの
機会を設定した｡ 

いじめ 
の防止 

等 

未然防
止 

啓発活動
の推進 
 
 

・いじめを許さない
環境を整え、いじ
めが発生しない雰
囲気を醸成 

・ＨＲや授業、部活
動等、様々な場面
で啓発 

 
 
 
 

・いじめについて考
えるＬＨＲを実施 

 
 
 
・いじめ防止の行動

目標の設定 
・学校生活の様々な

場面におけるいじ
め防止の取組の実
践 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

・１、２年生では､
７月にいじめに
ついて考えるＬ
ＨＲを実施し
た。 

・生徒が考えたい
じめ防止のスロ
ーガンを集めて
校内数ヶ所に掲
示した。また、
その作品は「人



 
 
 
 
・言語環境を整える 

 
 
 
 
・相手を思いやる言 
 葉遣い等言語環境 
 の整備 

権フェスタinう
きし」の５会場
でも掲示され
た。 

・言語環境の整
備、学校生活の
様々な場面にお
けるいじめ防止
の取組について
検討中である。 

早期発
見 

いじめ発
見の取組
の推進 

・年間３回以上のア
ンケート調査実施 

・担任による面談を 
 随時実施 

・学期に１回のアン
ケート調査の実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・通報アプリの周知 
・学級担任、教科担 
 任、部活動顧問等 
 による情報の共有 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

・「心のアンケー
ト」を２学期、
「心のアンケー
ト抜粋版」を１
学期と３学期に
実施した。 
「いじめられ
た」または「い
じめを見聞きし
た」と答えた生
徒に対して担任
や部活動顧問が
速やかに聞き取
りを行って、情
報を集約した。 

・いじめ匿名連絡
サイト「スクー
ルサイン」を全
校生徒に周知
し、その後は学
校安全・安心推
進課と連携をと
りながら活用し
た。 

発生し
た場合
の対応 

いじめの
実態把握 

・迅速ないじめの実 
 態把握 

・委員会を中心に、
学科・学年・各部
が連携 

 
 
 
 

Ａ 

・いじめ問題対策
委員会を12月ま
でに４回開催
し、集約した情
報をもとに対応
を検討した。委
員会は３学期に
も開催する予定
である。 

被害生徒
への対応 

・被害生徒の心のケ
ア 

・スクールカウンセ
ラー等と連携した
心のケア 

 
 
 
 

Ｂ 

・生徒から話を聴
き、「いじめ問
題対策委員会」
で検討の上、教
育相談部と連携
しながら必要に
応じてスクール
カウンセラー面
談を実施した。
面談を希望しな
い生徒への対応
が課題である。 

加害生徒
及び周囲
の生徒へ
の対応 

・加害生徒及び周囲
の生徒に対して必
要な指導と心のケ
アを迅速に実施 

・いじめ問題対策委
員会が中心とな
り、被害者の思い
を理解させる。 

 
 
 
 

Ｂ 

・加害生徒への指
導や謝罪の機会
の設定は、担任
や学年主任に負
うところが大き
く、いじめ問題
対策委員会によ
る組織的な対応
をどのように進
めるかが今後の



課題である。 

再発防
止 

再発防止
のための
取組 

・取組についての検
証を各学期に実施 

・委員会や関係部署
間の情報交換と取
組の検証 

 
 
 
 

Ｂ 

・いじめ問題対策
委員会で得られ
た情報は、全職
員に周知し、取
組に対する意見
を職員から得ら
れるようにして
いる。 

・取組についての
各学期の検証に
ついては検討中
である。 

地域連
携(CS
など) 

開かれ
た学校
づくり 

総合型コ

ミュニテ

ィ・スク

ール 
 

 

・年２回の学校運営
協議会の開催 

・学校運営協議会委員
との連携を密にし、
色々な立場から学校
運営等の意見を聴
く｡ 

・地域と連携した学校
運営 

 
 
・学校評価に対する学
校運営協議会委員か
らの意見聴取 

 
 
 
 
 
Ａ 

・学校運営協議会を
年２回実施するこ
とができた。 

 
 
・地域及び企業と連
携した取組みの提
案を受けることが
できた。 

・学校側の報告以外
にも協議会への要
望など内容を充実
させる必要があ
る。 

地域と連

携した学

校運営 

・PTA総会の出席率80
％以上（委任状含
む） 

・学年別保護者会へ
の参加率60％以上 

・すぐーる等を活用
し、保護者へ学校
情報を提供する｡ 

 
 
 
・PTA役員と連携し

保護者の参加を促
す｡ 

・PTA保護者集会の
内容を精査する｡ 

 

 
 
 
 
 
Ｂ 

・すぐーるを活用
し学校情報を提
供することがで
きた｡全ての保護
者に登録しても
らう必要がある｡ 

・PTA総会の出席率
が91.2％であっ
た。また、学年
別保護者会への
参加は約52％に
とどまり、内容
の工夫が必要で
ある。 

特別 
支援 
教育 

特別支
援教育
への理
解と支
援の推
進 
 
 

教職員の
専門性の
向上 

・特別支援教育に関
する職員の意識高
揚と授業等での実
践 

・研修会等の職員へ
の周知 

・研修会への積極的
な参加 

・校内職員研修の実
施 

 
 

Ｂ 

・対面・オンライ
ン共に案内頂く
研修会はゆうnet
で周知している｡
参加に結びつく
ケースは少ない｡ 

生徒の学
校生活の
保障 

・多様な生徒への早
期対応及び合理的
配慮の提供 

・情報共有 

・生徒理解研修の実
施 

・教育相談の充実 
・進路保障に向けた
適切な指導 

・健康教育部と学年
及び学科との連携
強化 

 
 
 
Ａ 

・学期毎に開催する
生徒理解職員研修
で全職員に情報を
共有した。 

・日頃授業内支援に
活かし、ＨＲ活動
における留意点
として活用して
いる。 

教育 
環境 
整備 
及び 
安全 

環境教
育の徹
底 
 

環境美化
への意識
付け 

・掃除の徹底 
・教室ゴミの分別 
・エコステーション

での分別点検 

・美化委員による清
掃状況点検  

 
 
・美化コンクールの
実施 

・通学路等の清掃活
動（ボランティア
委員会計画） 

 
 
 
 
Ｂ 

・清掃用具の点検
体制とエコステ
ーションでの分
別点検は定着。 

・美化コンクール
の再開や、他委
員会との連携に
よる通学路清掃
の実施体制の構



築が今後の課題 

電力消費
量の削減 

・電気使用量を前年
度比、０．１パー
セント削減 

・職員室南面のグリ
ーンカーテン設置 

・節電の呼びかけ 
 
 

 
 
Ｂ 

・電気使用量は若
干増加した。 

・新実習棟周辺がｱ
ｽﾌｧﾙﾄ舗装の為、
来年度は別の取
組を検討する。 

図書館
教育の
充実 
 
 
 

図書館の
利用促進 

・生徒1人あたりの
年間貸出数10冊以
上 

・朝読書の徹底 
・蔵書の整備と充実 

・広報活動や図書委
員会活動の充実 

・朝読書時間の確保 
・生徒の興味・関心

学習等に対応した
図書の選定 

・蔵書新鮮度の向上
と整備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

・図書館便りを委
員が4回、司書が
8回発行した。 

・小学校への読み
聞かせを3回実施
した。 

・『図書館で朝読
書』を企画し、
一部のクラスで
実施していたが､
突然の漏水事故
により休館した｡
約2ヵ月後に何と
か仮設の開館に
こぎ着けたが、
その影響で、貸
出冊数は1月末時
点で1人あたり 
5.7冊にとどまっ
た｡図書館の完全
復旧が、現在の
喫緊の課題であ
る｡ 

安全管
理の徹
底 
 
 

健 康 管
理 

・インフルエンザや
新型コロナウイル
ス感染拡大防止対
策 

・健康観察の充実 
・熱中症対策 

・紙面やHP、放送等
を活用した保健指
導 

・感染症対策として
換気及び手洗い、
手指消毒を勧奨 

 

Ｂ 

・学校通信を活用
するとともに、
担任の健康観察
の充実を図り、
感染症流行状況
等の資料提供を
行った。 

・換気の重要性に
ついて、空気検
査の結果や学校
薬剤師のアドバ
イスを学校通信
に掲載した。 

・ボランティア委
員と保健委員が
協力し、部活動
生対象の救急法
（熱中症対応を
含む）講習を行
った。 

 
 

４ 学校関係者評価 
 
【生徒・保護者・職員のアンケート結果】  

 
生徒・保護者・職員に対し、令和４年度・令和５年度・令和６年度の１２月にアンケートを実

施し、その変化を棒グラフに示した。 



８０％未満の評価項目は５(基礎学力の向上）､７(家庭学習）､１７(施設・設備の充実）であり、
今後の課題である。１７については、教室の長寿命化工事が行われ改善されている。他の項目は、
８０％を超える高い評価であった。 
 高評価の項目に関しては継続して取り組み、８０％未満の評価の項目（５、７、１７）に関して
は、各分掌部と連携しながら改善に向けて取り組んでいく。 



【職員のアンケート結果】 

職員に対し、令和５年度と令和６年度の４月、９月、１月のそれぞれ３回ずつアンケートを実施

し、その変化を棒グラフに示した（基準として８０％の赤ラインを示している）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年度から令和６年度までの合計６回アンケートを実施した。一番下にあるグラフ（全体の

平均）では、少しずつ右肩上がりで高くなった。 

 特に項目２７（不祥事防止）と項目２９（交通関係の取り組み）は急激（約３％）に高くなり、

しかも９０％を超えるなど、職員研修等の効果もあり各自の意識が向上した。 



一方､項目７(家庭学習）､２２(組織的な取組）に関しては８０％を下回り、次年度以降、重点的

に取り組む必要がある。 
 

【学校運営協議会委員のアンケート結果】 

令和６年度の２月、８名の学校運営協議会委員へのアンケートを実施した。全体の平均値は８９.

７％で高い評価であった。ただ、項目７（明るくきちんと挨拶をする）と項目９(交通ルールを守

り、安全に登下校している）においては、８０％を下回った。日頃から校内でのあいさつ励行の徹

底と学校から小川駅までの帰宅時、道を広がっているとの意見もあり、交通マナーを守ることの大

切さを教えていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈学校運営協議会委員による講評〉 

・本年度もスポーツ文化面で素晴らしい成果を生徒たちが出してくれています。また、各コンテス

トや資格取得においても良い結果が残せています。これも日々の先生方の指導の素晴らしさと生

徒達の頑張りの結果だと思います。 

・地域との連携も積極的に進めていただき、地域に住む者としてとても嬉しく思います。 

・体育祭・文化祭にも参加させていただきましたが、生徒達が色々なことに真剣に、また楽しそう

に取り組んでいる姿にも心動かされました。地域に住む者として、精一杯応援したいと思います｡ 

・良いこともあれば課題もあると思いますが、今後とも生徒達のために御指導のほどよろしくお願



 

５ 総合評価 
本校生は、卒業後約７割の生徒が就職する。そのため５科の特性を活かした取組を行いなが

ら、「ものづくりを通した人づくりの教育」を実践し、自立できる生徒の育成に取り組んだ。 
地元への就職者数も多く、将来は地域活性化に尽力し、産業界で活躍するものと期待してい

る。 
アンケート結果では８０％を超える高い評価と「３自己評価総括表」でも、Ａ評価１４個、Ｂ

評価１６個であり、学校教育目標及び本年度の重点目標を十分達成したと考える。 
各分掌部での課題については把握・共有し、次年度に向けて取り組んでいく｡ 
 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

【教務部】 

・研究授業や公開授業を２回実施したが、２回目は保護者が少なかった。今後は公開授業の期間に

合わせて研究授業を実施する。また、研究授業をもっとたくさんの先生方に実施してもらう。 

・ホームページは、更新を徹底し、もっと中学生に興味ある情報を更新する。 

・今後もＳＮＳ等を利用して学校をＰＲする。 

・教務規定、内規について見直しをする。 

 

【進路指導部】 
・来年度の７月の進路行事について改善する。 

・７月は、多くの企業による来校があり、対応が難しかったので、体制を整える。 

・新たな県外企業への内定が増えている（１１社）。生徒の進路希望も踏まえて県外企業訪問等を

通して情報を収集する。 

・進学に関しては、多様な学校・学部へ進学する状況が続いている。受験に向けた勉強できる体制

を再構築する。 

 ・生徒の基礎学力向上が課題である。 

・３年間を見通したＬＨＲ計画については、各学年と確認して基本形を確立する。併せて進路の手

引きも各学年と連携しやすいように内容を整える。 

 ・進路行事の精選・内容等の変更を進める。 

 ・生徒の handy 利用が進んだので、求人票紙ファイルを無くし、求人票受付時の効率化とスピード

アップを図る。 

 

【生徒指導部】 
・家庭（保護者）との連携 

・通学路における登下校指導（交通指導）の実施 

・貴重品や持ち物等の自己管理 

・ＨＲ、集会、掲示物等を通した規範意識の高揚 

・「すぐ～る」等を利用した保護者への情報発信 

 

【健康教育部】 

・９月と１０月の来室者が多く、養護教諭一人で対応するのは困難だった。組織的対応をする。 

・保健関係行事の立案に際し、日課調整について相談する時期が遅かったので早期に計画する。 

・掃除用具の管理、交換の際の役割分担が必要。 

・健康診断後の受診率向上に向け、部の職員にも協力を仰ぐ（例：学年会での連絡）。 

・ＰＴＡ広報誌を利用した保護者向け受診のお知らせ。 

 

【図書部】 

・閲覧室内の案内表示の作成やデータ等を修正して「使いやすい図書館」を目指す。 

・年度当初に図書館及び視聴覚室の利用方法について周知し、先生方へ利用を呼びかける。 

いします 

・本校には小川工業の生徒さんがよく来てくれます。そして高校は楽しいと話をしてくれています

ので小川工業を選ぶ理由につながっていると思います。 

 



・「朝読書」の徹底や時間確保を呼びかけることで、生徒の読書習慣定着を図る。 

・図書委員による出前図書館を継続し、開始前に校内放送で利用を促す。 

・購入希望図書を募り、調べ学習や要望に対応した蔵書構成を目指す。 

《藝術鑑賞》 

・学校団体としての契約であり、多額の予算を充てる必要があるため、今年度適用したキャン

セルポリシーを参考に、次年度以降も明確に堅持する。 
 
【工業科】 

 ・産学官との連携を深める。 

 ・安全面への意識を高め、ケガや事故を未然に防ぐ。 

 ・ＫＳＨの校内での認知度を上げるため、ＨＰや広報活動を行う。 

 

【いじめ問題対策委員会】 

・いじめ問題対策委員会では、いじめの情報集約だけにとどまってしまい、いじめに対する組

織的な対応まで至らず、生徒や保護者への対応が担任任せ、学年任せ、学科任せになってし

まった。 

・教室に入れない生徒に対するオンライン授業の実施や授業担当者の関わり、いじめであるか

どうかが明確に判断できない生徒に対するＳＣ面談やＳＳＷ面談の実施など、教育相談担当

者や特別支援教育コーディネーターと連携をとりながら、組織的に検討・対応していく。 
 
【人権教育推進委員会】 

・人権教育ＬＨＲ（７月、１月）の内容の系統性を図りながら、人権教育ＬＨＲに取り組む。 

・人権学習に関する研究授業・授業研究会の実施を含む宇城学人研までの流れや手順について､

見通しを持てるよう早めに提示する。 
 
【総務部】 

・ＰＴＡ総会、学年別保護者会に約半数の出席があった。保護者の学校への関心を高めるため

にも、出席率をあげる工夫が必要である。 

・防災総合訓練では、水消火器を活用した消火訓練を実施した。消火の見せ方を工夫しながら

次年度も同じように実施する。 

・学級懇談会を実施し、家庭との連携を深める。 

・総務部で担当している業務の内容を精査し、担当者の負担をできるだけ減らす。 
 
【１学年部】 

・担任を中心とした学級作りと、学年・科・部と連携し、生徒や保護者への対応をする。 

・早めの情報共有と生徒・保護者への対応を行う。 

・授業担当者、部活動顧問との連携を図る。 

・合同朝礼、学年集会などを行い、集団生活や意識の浸透を図る。 

 

【２学年部】 

・年度末の３者面談により、進路希望を明確にすることにより、意識を高揚させ、充実した学

校生活に繋げる。 

 

【３学年部】 

・特別支援教育コーディネーターや外部機関との連携を深めて対応する。 

 

 


